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令和 6 年 4 月

教育図書株式会社

中学技術編集部

電話　03-3233-9108

令和 5 年度中学校教科書「NEW 技術・家庭　技術分野　明日を創造する」に関する
訂正・資料の更新のお知らせ

謹啓　平素より格別のご指導、ご高配を賜り、心よりお礼申しあげます。

　現在ご使用いただいております弊社発行の令和５年度中学校教科書「NEW 技術・家庭　技術分野　明

日を創造する（技術 702）」につきまして、下記の訂正ならびに資料の更新がございます。先生方、生徒、

保護者の方々に大変ご迷惑をおかけいたします。深くお詫び申しあげます。

　誠に恐縮ではございますが、当該箇所につきましてご指導の際にご留意いただきますようお願い申しあ

げます。令和６年度に供給される教科書は下記の訂正が反映されております。

　なお、弊社ウェブサイト内（https://www.kyoiku-tosho.co.jp/websupport/correct/）におきましても

同様の訂正内容を掲載しております。

　今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう何とぞよろしくお願い申しあげます。

謹白

●中学校「NEW 技術・家庭　技術分野　明日を創造する（技術 702）」

訂正箇所は裏面にもございます。
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学びを深め生かそう3章

機械式
時計

クオーツ
時計

りゅうず
ぜんまい がんぎ車

アンクル
秒針

時針
分針

てんぷ

こんなに

社会に役立って

いるんだ！

技術のプラス面とマイナス面

めあて 学習をふり返り，エネルギー変換の
技術の，これからの未来における役割や
影
えい

響
きょう

，誠実な生かし方を考える。

社会の発展と
エネルギー変換の技術

これまで学習してきたように，エネルギー変換の技術
は，私たちの生活や社会に欠かせません。自然災害など
で停電になっても，大きな影響が出ないように対処でき
るように工夫されています。また，機械製品には，コン
ピュータが内蔵されているものもあり，周囲の状況に合
わせて情報を計測・制御することで，機械の自動化を可
能にしています。動力が人力から電動機に代わることで，
誰もが手軽に製品を扱えるようになりました（ 資料 1 ）。
一方で，エネルギー変換の技術のマイナス面もありま

す。エネルギーを変換するために膨
ぼう
大
だい
なエネルギーを消

費することで，エネルギー資源が枯
こ
渇
かつ
しないか心配され

ています。さらに，化石燃料を燃やすと二酸化炭素を排
はい

出
しゅつ
し，地球温暖化の原因となります（ 資料 2 ）。

でも，新しい問題も

生まれているみたい。

二酸化炭素の排出量と一次エネルギー供給量資料 2

●世界のCO2排出量

時計の技術の進歩資料 1

中学校・社会，理科，
保健体育，家庭分野
C編 第1 ・ 2章

環境
消費
者

ステップ・モータ
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時針
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出典：「EDMC／エネルギー・経済統計要覧（2022年版）」より抜粋

 4位 ロシア 4.9%

 5位 日本 3.2%

 6位 ドイツ 1.9%

 7位 韓国 1.7%

 8位 インドネシア 1.7%

 9位 カナダ 1.7%

 10位 メキシコ 1.2%

アメリカ 14.1％

中国 29.5%

インド 6.9%

1位

2位

3位

※一次エネルギーとはエネルギー資源を指す（  p124）

機械式時計は電池を使わずに，腕の振
動をエネルギー源として，振動が歯車
に伝わることでぜんまいが自動的に巻
き上げられるしくみ。クオーツ時計は
電池をエネルギー源とする時計。身近
に広く普及している。
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● 世界の一人あたりの一次エネルギー供給量

出典：原子力・エネルギー図面集（IEA「Data & Statistics」「key world energy statistics 
2021」より作成）より計算し作成
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機械式時計は電池を使わずに，腕の振
動をエネルギー源として，振動が歯車
に伝わることでぜんまいが自動的に巻
き上げられるしくみ。クオーツ時計は
電池をエネルギー源とする時計。身近
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二酸化炭素の排出量と一次エネルギー供給量資料 2 ※一次エネルギーとはエネルギー資源を指す（  p124）
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●世界のCO2排出量

出典：「EDMC／エネルギー・経済統計要覧（2023年版）」より抜粋

 4位 ロシア 4.9%

 5位 日本 3.2%

 6位 ドイツ 1.9%

 7位 イラン 1.8%

 8位 韓国 1.7%

 9位 インドネシア 1.7%

 10位 カナダ 1.6%

アメリカ 13.6％

中国 32.1%

インド 6.6%
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つくって学ぼう1章

電気回路のしくみ

めあて 電気回路の基本的なしくみを知る。
電気や運動，熱などの特性に合わせて
エネルギーを変

へん

換
かん

する技術があることを知る。

どんな変換が

あるのだろう？

理科で

習ったけどなあ？

電気製品には，電気エネルギーを別
のエネルギーに変換するための電気回
路が組み込まれています。電気回路は
基本的に，電源・負荷・スイッチなど
を導線で結ぶことで成り立っています
（ 1資料 ）。
また，電気回路は，J

ジ ス

IS
1

で定められ
た電気用図記号を用いた回路図で表さ
れます（ 2資料 ）。

電気に関する技術を知ろう2

基本的な電気回路の構成資料 1

JISの電気用図記号の例資料 2

上の電気回路は，スイッ
チをつけたら電球が点灯
する回路です。

スイッチ 　　 電球

  OFF 　　　　　消灯

　ON 　　　　　点灯

スイッチ 電球１　　電球２

　  ア 　　　 点灯 　　 消灯

　  イ 　　　 消灯 　　 点灯

スイッチ 　　 モータ

　  ア　　　　 速い

　  イ 　　　　 遅い

※乾電池の電圧は，1本当たり 1.5Vとする。
かんでん ち

●スイッチをOFFにしたとき

●スイッチをONにしたとき
　負荷の状態　負荷にかかる電圧
　　 点灯 　　　  1.5V

　負荷の状態　負荷にかかる電圧
　　 消灯 　　　　 0V

●スイッチをアにつないだとき

●スイッチをイにつないだとき

●スイッチをアにつないだとき
負荷の状態　負荷にかかる電圧
モータ　
速く回転する 　　 3.0V

●スイッチをイにつないだとき
負荷の状態　負荷にかかる電圧
モータ　
遅く回転する 　 　1.5V

　負荷の状態　負荷にかかる電圧
　電球１ 点灯 1.5V　
　電球２ 消灯　　　 0V

　負荷の状態　負荷にかかる電圧
　電球１ 消灯　　　　0V　
　電球２ 点灯　　　 1.5V

1.5V

1.5V ア イ

電球
1

電球
2

1.5V

1.5V ア

イ

M

源
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電池または
直流電源

スイッチ

押
お
しボタン
スイッチ

M

荷
負

モータ

発光
ダイオード
（LED）

電球

スピーカ

か
ほ
の
そ

光センサ 
　光の強さによって
　抵

てい
抗
こう
値
ち
が変わる。

抵抗器　
　電流の流れを
　調節する。

コンデンサ
　電気をためる。

トランジスタ
　電流の流れを制御した
　り増幅させたりする。

キーワード 電気回路　 電源　 負
ふ

荷
か

　 スイッチ　
導線　 回路図　 光エネルギー　
運動エネルギー　 熱エネルギー

A編 p44

JIS1

電気エネルギ
ーを利用する
ことで動作を
するもの。

電流の流れを
制
せい
御
ぎょ
するもの。

スイッチ

電気エネルギ
ーを発生させ，
供給するもの。

電源
負荷
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つくって学ぼう1章

課題
● 発電所の建設費が高い。
● 建設できる場所が限られる。

特徴 特徴
● 太陽電池を用い
て，太陽光を電
気に変換する発
電方式。

● 二酸化炭素を排
はい
出
しゅつ
しない。

課題課題
● 発電量が天気によって左右される。
● 台風や災害の際に破損しやすい。
● 廃
はい
棄
き
するときの処理方法は自治体

により違う。撤去費用もかかる。

● 風の力で風車を
回転させ，その
力で発電機を回
転させる。

● 短期間で発電施設が建設できる。

● 安定した風が吹く場所でないと，
十分な発電ができない。

● 騒音や，耳に聴こえない低周波音
が問題になる場合がある。

様々な発電方式

私たちの使用している電気は，様々
な発電方式でつくられています。化石
燃料を輸入に頼

たよ

っている我が国では，
燃料を有効に利用したり，発電方式を
工夫したりしてきました。発電方式の
しくみに関する特

とく

徴
ちょう

や課題を整理して
みましょう（ 資料　・6 7 ）。

様々な発電方式資料 7

水力発電

ダム

口
水
取 水路

水圧鉄管
水

発電機

変圧器

発電所

放水口
水車

ブレード

発電機
増速機

タワー

タワー基盤
変圧器 送電線

特徴
● 水が落下する力
を利用して水車
を回し発電をす
る。

● 化石燃料を燃やさない。

太陽光発電 風力発電

＝ ×100
変換されたエネルギー

元になるエネルギー

エネルギー変換効率（％）2

電流

電極（－）

N型シリコン半導体

P型シリコン半導体
PN接合面

電極（＋）

太陽光
反射防止膜

まく

どの発電方式でも，元になるエネルギーのすべて
を電気エネルギーに変えることはできません。元の
エネルギーのうち，利用目的に応じた形態に変換さ
れたエネルギーの割合をエネルギー変

へん

換
かん

効
2

率と呼び
ます。発電方式により，エネルギー変換効率は異な
ります（ 資料　・8 9 ）。

日本の発電方式別発電電力量の構成比資料 6

原子力 石炭 LNG（液化天然ガス）
石油等 水力 地熱及び新エネルギー
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白書2022」より作成）
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つくって学ぼう1章
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回転させ，その
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転させる。

● 短期間で発電施設が建設できる。

● 安定した風が吹く場所でないと，
十分な発電ができない。

● 騒音や，耳に聴こえない低周波音
が問題になる場合がある。
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私たちの使用している電気は，様々
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燃料を輸入に頼
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しくみに関する特

とく

徴
ちょう

や課題を整理して
みましょう（ 資料　・6 7 ）。

様々な発電方式資料 7

水力発電

ダム

口
水
取 水路

水圧鉄管
水

発電機

変圧器

発電所

放水口
水車

ブレード

発電機
増速機

タワー

タワー基盤
変圧器 送電線

特徴
● 水が落下する力
を利用して水車
を回し発電をす
る。

● 化石燃料を燃やさない。

太陽光発電 風力発電

＝ ×100
変換されたエネルギー

元になるエネルギー

エネルギー変換効率（％）2

電流

電極（－）

N型シリコン半導体

P型シリコン半導体
PN接合面

電極（＋）

太陽光
反射防止膜

まく

どの発電方式でも，元になるエネルギーのすべて
を電気エネルギーに変えることはできません。元の
エネルギーのうち，利用目的に応じた形態に変換さ
れたエネルギーの割合をエネルギー変

へん

換
かん

効
2

率と呼び
ます。発電方式により，エネルギー変換効率は異な
ります（ 資料　・8 9 ）。

日本の発電方式別発電電力量の構成比資料 6

原子力 石炭 LNG（液化天然ガス）
石油等 水力 地熱及び新エネルギー
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出典：原子力・エネルギー図面集（「エネルギー
白書2022」より作成）
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学びを深め生かそう3章

機械式
時計

クオーツ
時計

りゅうず
ぜんまい がんぎ車

アンクル
秒針

時針
分針

てんぷ

こんなに

社会に役立って

いるんだ！

技術のプラス面とマイナス面

めあて 学習をふり返り，エネルギー変換の
技術の，これからの未来における役割や
影
えい

響
きょう

，誠実な生かし方を考える。

社会の発展と
エネルギー変換の技術

これまで学習してきたように，エネルギー変換の技術
は，私たちの生活や社会に欠かせません。自然災害など
で停電になっても，大きな影響が出ないように対処でき
るように工夫されています。また，機械製品には，コン
ピュータが内蔵されているものもあり，周囲の状況に合
わせて情報を計測・制御することで，機械の自動化を可
能にしています。動力が人力から電動機に代わることで，
誰もが手軽に製品を扱えるようになりました（ 資料 1 ）。
一方で，エネルギー変換の技術のマイナス面もありま
す。エネルギーを変換するために膨

ぼう
大
だい
なエネルギーを消

費することで，エネルギー資源が枯
こ
渇
かつ
しないか心配され

ています。さらに，化石燃料を燃やすと二酸化炭素を排
はい

出
しゅつ
し，地球温暖化の原因となります（ 資料 2 ）。

でも，新しい問題も

生まれているみたい。

二酸化炭素の排出量と一次エネルギー供給量資料 2

●世界のCO2排出量

時計の技術の進歩資料 1

中学校・社会，理科，
保健体育，家庭分野
C編 第1 ・ 2章

環境
消費
者

ステップ・モータ

分針

時針

秒針

電池IC

出典：「EDMC／エネルギー・経済統計要覧（2022年版）」より抜粋

 4位 ロシア 4.9%

 5位 日本 3.2%

 6位 ドイツ 1.9%

 7位 韓国 1.7%

 8位 インドネシア 1.7%

 9位 カナダ 1.7%

 10位 メキシコ 1.2%

アメリカ 14.1％

中国 29.5%

インド 6.9%

1位

2位

3位

※一次エネルギーとはエネルギー資源を指す（  p124）

機械式時計は電池を使わずに，腕の振
動をエネルギー源として，振動が歯車
に伝わることでぜんまいが自動的に巻
き上げられるしくみ。クオーツ時計は
電池をエネルギー源とする時計。身近
に広く普及している。

8
（石油換算トン／人・2019年）

1
2
3
4
5
6
7

● 世界の一人あたりの一次エネルギー供給量

出典：原子力・エネルギー図面集（IEA「Data & Statistics」「key world energy statistics 
2021」より作成）より計算し作成

カナダ 韓国 フランス 日本 イタリア 世界平均 インド
アメリカ ロシア ドイツ イギリス 中国 ブラジル
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響
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社会の発展と
エネルギー変換の技術

これまで学習してきたように，エネルギー変換の技術
は，私たちの生活や社会に欠かせません。自然災害など
で停電になっても，大きな影響が出ないように対処でき
るように工夫されています。また，機械製品には，コン
ピュータが内蔵されているものもあり，周囲の状況に合
わせて情報を計測・制御することで，機械の自動化を可
能にしています。動力が人力から電動機に代わることで，
誰もが手軽に製品を扱えるようになりました（ 資料 1 ）。
一方で，エネルギー変換の技術のマイナス面もありま
す。エネルギーを変換するために膨

ぼう
大
だい
なエネルギーを消

費することで，エネルギー資源が枯
こ
渇
かつ
しないか心配され

ています。さらに，化石燃料を燃やすと二酸化炭素を排
はい

出
しゅつ
し，地球温暖化の原因となります（ 資料 2 ）。

でも，新しい問題も

生まれているみたい。

時計の技術の進歩資料 1

中学校・社会，理科，
保健体育，家庭分野
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者

ステップ・モータ

分針
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機械式時計は電池を使わずに，腕の振
動をエネルギー源として，振動が歯車
に伝わることでぜんまいが自動的に巻
き上げられるしくみ。クオーツ時計は
電池をエネルギー源とする時計。身近
に広く普及している。

二酸化炭素の排出量と一次エネルギー供給量資料 2 ※一次エネルギーとはエネルギー資源を指す（  p124）

8
（石油換算トン／人・ 2020年）

1
2
3
4
5
6
7

● 世界の一人あたりの一次エネルギー供給量

カナダ 韓国 ドイツ 日本 イタリア 世界平均 インド
アメリカ ロシア フランス 中国 イギリス ブラジル
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出典：原子力・エネルギー図面集（IEA「World Energy Balances 2022」より作成）より
計算し作成

● 世界のCO2排出量

出典：「EDMC／エネルギー・経済統計要覧（2023年版）」より抜粋

 4位 ロシア 4.9%

 5位 日本 3.2%

 6位 ドイツ 1.9%

 7位 イラン 1.8%

 8位 韓国 1.7%
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 10位 カナダ 1.6%

アメリカ 13.6％
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インド 6.6%

1位
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3位
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資料の更新

244
資料 2

誤記等

264
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3章

計測・制
せ い

御
ぎ ょ

システムの
技術を知ろう

1

本当に，

不思議ね！

ロボットって，

どうやって

動くのかな！

めあて 計測・制御システムのしくみを知る。

キーワード センサ　 アクチュエータ　
計測・制御システム　 インタフェース

私たちの家庭や社会には，電気冷蔵庫やエアコン，駅
の自動改札機やロボットなどのように自動で仕事を行う
電気機器や機械が数多くあります（ 資料 1 ）。
これらの電気機器や機械には，周りの状

じょう
況
きょう
を計測し，

電気信号に変えるセンサ，その電気信号を処理し，動作
の命令を出すコンピュータ，命令通りに動作するアクチ
ュエー

1

タなどの仕事を自動的に行うしくみがあり，その
しくみを計測・制御システムといいます（ 資料 2 ）。
ここでは，家庭や社会で活

かつ
躍
やく
する計測・制御システム

のはたらきやしくみについて学んでみましょう。

計測・制御システムの利用

作業を自動的に行う電気機器の例
資料 1

● 全自動洗
せん
濯
たく
機

衣類の汚
よご
れや量をセン

サで計測し，洗
せん
剤
ざい
の量

や洗濯の時間などを自
動的に処理する。

●電気冷蔵庫
庫内の温度をセンサ
で計測し，適切な温
度を自動的に保つ。

●ロボット掃
そう
除
じ
機

障害物などをセンサで感知し，コンピュータが部屋の形な
どを記

き
憶
おく
・処理し，アクチュエータを制御し，ゴミを取る。

● ロボットスーツ
筋肉を動かそうと
するときに脳から
伝わる電気信号を
センサが感知し，
コンピュータがア
クチュエータを制
御し，人の動きを
助ける。

資料 2 計測・制御システムの例

人感センサ
（人やペットを感知）

アクチュエータ
（車輪や回転ブラシ
などの駆動部）

コンピュータ
（内部）

障害物感知センサ

コントロール
パッド

生体電位
センサ
（脳からの
信号を
測定）

重力センサ
（重心のバランス
を測定）

パワーユニット
（アクチュエー
タや角度センサ
などで構成）

コンピュータ

じっくり学ぼう② D編 第1・2章

アクチュエータ1   p195
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ュエー

1

タなどの仕事を自動的に行うしくみがあり，その
しくみを計測・制御システムといいます（ 資料 2 ）。
ここでは，家庭や社会で活

かつ
躍
やく
する計測・制御システム

のはたらきやしくみについて学んでみましょう。

計測・制御システムの利用

作業を自動的に行う電気機器の例
資料 1

● 全自動洗
せん
濯
たく
機

衣類の汚
よご
れや量をセン

サで計測し，洗
せん
剤
ざい
の量

や洗濯の時間などを自
動的に処理する。

●電気冷蔵庫
庫内の温度をセンサ
で計測し，適切な温
度を自動的に保つ。

●ロボット掃
そう
除
じ
機

障害物などをセンサで感知し，コンピュータが部屋の形な
どを記

き
憶
おく
・処理し，アクチュエータを制御し，ゴミを取る。

● ロボットスーツ
筋肉を動かそうと
するときに脳から
伝わる電気信号を、
センサが感知し，
コンピュータがア
クチュエータを制
御し，人の動きを
助ける。

資料 2 計測・制御システムの例

人感センサ
（人やペットを感知）

アクチュエータ
（車輪や回転ブラシ
などの駆動部）

コンピュータ
（内部）

障害物感知センサ

コントロー
ラー

生体電位
センサ
（脳からの
信号を
測定）

荷重センサ
（重心のバランス
を測定）

パワーユニット
（アクチュエー
タや角度センサ
などで構成）
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④コントローラ
基板

①電池
ボックス

②赤黒
平行線

⑨ナット

⑤リード線

⑥スズメッキ線

⑧フレーム120mm

あまり
⑦電池ボックス
固定用30mm 170mmより材料取り

腰
140mm

足首小
50mm

⑤ビス
⑦プッシュリベット

⑥フランジナット

足甲
100mm

内
ない
脚
きゃく

140mm

番号 部品名 材質・寸法など 数量
① ベース 3×50×90（mm） 1
② モータつきギヤボックス（低速設定） 1
③ シャフト 六角長さ62mm 1
④ クランク 2
⑤ ビス M3×8mm 8
⑥ ビス（平行線固定用） M3×10mm 2
⑦ フランジナット M3 10

②モータつき
ギヤボックス

⑤ビス⑥ビス ⑦フランジナット

④クランク

①ベース

番号 部品名 材質・寸法など 数量
① 肩・腰など アルミ170mm 8
② 上腕・腕 プラスチック赤205mm 2
③ 足甲・外脚 プラスチック青205mm 3
④ 内脚 プラスチック案内穴つき205mm 2
⑤ ビス M3×8mm 30
⑥ フランジナット M3 30
⑦ プッシュリベット 3×8mm 20

●肩・腰
こし

・手・腕
うで

・足・脚
きゃく

など

●肩・腰・手・腕・足・脚など

●ボディ

●ボディ ●コントローラ

番号 部品名 材質・寸法など 数量
① 電池ボックス 単三2本用 1
② 赤黒並行線 ピンソケットつき 1
③ スイッチ ノンロック型 1
④ コントローラ基板 1
⑤ リード線 20mm程度 1
⑥ スズメッキ線 10mm程度 1
⑦ 電池ボックス固定用 アルミ170mm 1
⑧ フレーム プラスチック青205mm 2
⑨ ビスとフランジナット Ｍ3×8mm，M3 各6

●コントローラ

●プラスチックフレームの切断方法

ニッパで切れ目を2か
所入れる。ラジオペン
チで挟

はさ
み，折り曲げて

切断する。 授業 4～6時間授業 6～7時間授業 2～3時間

材料の準備 部品加工・組み立て 評価・改善

1 けがき
2 切断
3 端
はし
の処理

1 アルミフレームの折り曲げ
2 ボディの組み立て
3  足と足首，脚の組み立て
4 手と腕の組み立て
5 ボディと脚の組み立て
6 コントローラの組み立て
7 コントローラと本体の組み立て

1 試運転
2 改善点の発見
3 改善の繰

く
り返し

4 完成
5 自己評価

⑨ビス
材料の準備

作業工程表の例

穴
内
案

赤黒並行線
固定用20mm

足先80mm

手20mm

足首大
70mm

足首小
50mm

あまり

外脚100mm

足甲100mm腕100mm

上腕
50mm

あまり

すね30mm

外
がい
脚
きゃく

100mm
肩
140mm

③シャフト

④③

①

②

あまり

あまり
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① 肩・腰など アルミ170mm 8
② 上腕・腕 プラスチック赤205mm 2
③ 足甲・外脚 プラスチック青205mm 3
④ 内脚 プラスチック案内穴つき205mm 2
⑤ ビス M3×8mm 30
⑥ フランジナット M3 30
⑦ プッシュリベット 3×8mm 20

●肩・腰
こし

・手・腕
うで

・足・脚
きゃく

など

●肩・腰・手・腕・足・脚など

●ボディ

●ボディ ●コントローラ

番号 部品名 材質・寸法など 数量
① 電池ボックス 単三2本用 1
② 赤黒平行線 ピンソケットつき 1
③ スイッチ ノンロック型 1
④ コントローラ基板 1
⑤ リード線 20mm程度 1
⑥ スズメッキ線 10mm程度 1
⑦ 電池ボックス固定用 アルミ170mm 1
⑧ フレーム プラスチック青205mm 2
⑨ ビスとフランジナット Ｍ3×8mm，M3 各6

●コントローラ
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所入れる。ラジオペン
チで挟

はさ
み，折り曲げて

切断する。 授業 4～6時間授業 6～7時間授業 2～3時間

材料の準備 部品加工・組み立て 評価・改善
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3 端
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の処理

1 アルミフレームの折り曲げ
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3  足と足首，脚の組み立て
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5 ボディと脚の組み立て
6 コントローラの組み立て
7 コントローラと本体の組み立て

1 試運転
2 改善点の発見
3 改善の繰

く
り返し

4 完成
5 自己評価

⑨ビス
材料の準備
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頁・箇所 原文（令和 5 年度） 訂正文（令和 6 年度） 理由




